
地
域
を
担
う
人
材
確
保
に
つ
い
て

問
高
校
卒
業
生
の
進
路
状
況
に
つ

い
て
。
　
　
　
　
　

答
令
和
４
年
度
の
市
内
高
校
卒
業

生
の
46
・
８
％
が
旭
市
、
銚
子

市
、
匝
瑳
市
に
就
職
、
39
・
６
％
が
県

内
に
就
職
し
て
い
る
。
旭
市
雇
用
対
策

協
議
会
の
進
路
希
望
調
査
に
よ
る
と
、

市
内
高
等
学
校
３
校
の
令
和
５
年
度
卒

業
予
定
生
徒
数
は
２
４
５
人
で
進
学
予

定
者
は
87
人
で
35
・
５
％
、
就
職
予
定

者
は
１
４
２
人
で
58
・
０
％
。

問
雇
用
対
策
と
し
て
の
就
職
希
望

者
へ
の
取
り
組
み
と
効
果
は
。

答
旭
市
雇
用
対
策
協
議
会
が
新
年

度
採
用
予
定
者
向
け
に
例
年
４

月
に
「
合
同
企
業
説
明
会
」
を
、
再
就

職
や
転
職
者
向
け
に
は
10
月
に
「
合
同

就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
、
就
職
希
望

者
へ
の
周
知
と
市
内
企
業
の
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
る
。
合
同
企
業
説
明
会
で
は
、
市

内
に
あ
る
企
業
と
就
職
を
希
望
す
る
地

元
高
校
生
や
大
学
生
等
の
就
業
マ
ッ
チ

ン
グ
の
場
と
し
て
開
催
し
て
お
り
、
本

年
度
は
参
加
企
業
25
社
、
参
加
者
２
５

小
児
医
療
に
つ
い
て

問
市
民
か
ら
子
ど
も
の
受
診
で

困
っ
た
経
験
は
あ
る
か
意
見
を

集
め
た
と
こ
ろ
、「
ど
こ
に
受
診
し
た

ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
意

見
が
多
く
あ
っ
た
。
市
で
は
そ
れ
に
つ

い
て
対
応
し
て
い
る
こ
と
は
あ
る
か
。

答
１
月
に
中
央
病
院
を
除
く
市
内

医
療
機
関
に
対
し
、
調
査
を
実

施
し
、
小
児
対
応
の
医
療
機
関
一
覧
と

し
て
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
、
市
の
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
お
知
ら
せ
を
し
た
。

問
今
後
さ
ら
な
る
小
児
科
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
や
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
の
可
能
性
は
。

答
関
係
事
業
者
か
ら
の
説
明
を
聞

く
等
し
て
現
在
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。

医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

問
医
師
の
働
き
方
改
革
が
始
ま
る

こ
と
で
夜
間
・
休
日（
特
に
救

急
外
来
で
の
）医
師
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
。
旭
中
央
病
院
で
は
引
き
続
き
安
定

し
た
医
療
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
予
定
か
。

答
患
者
対
応
を
複
数
の
医
師
で
担

当
す
る
チ
ー
ム
制
の
導
入
、
薬

剤
師
等
の
他
の
医
療
従
事
者
が
説
明
を

行
う
、
家
族
へ
の
説
明
を
原
則
平
日
に

行
う
等
の
対
応
を
と
る
。
救
急
外
来
で

は
、
緊
急
時
以
外
は
専
門
診
療
科
に
よ

る
診
療
を
行
わ
ず
、
当
番
医
が
救
急
外

来
診
療
と
入
院
管
理
を
行
う
予
定
。

問
旭
市
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
う
予
定
か
。

答
適
切
な
受
診
へ
の
理
解
と
協
力

や
か
か
り
つ
け
医
師
を
持
っ
て

も
ら
う
等
の
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

警
報
発
表
時
の
避
難
指
示
に
つ
い
て

問
昨
年
の
台
風
13
号
に
お
い
て
、

高
齢
者
等
避
難
が
な
い
ま
ま
に

避
難
指
示
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

対
応
は
適
切
だ
っ
た
の
か
。
天
候
が
荒

れ
る
前
の
段
階
で
高
齢
者
等
避
難
を
出

す
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
当
日
、
大
雨
警
報
の
発
表
を
受

け
避
難
情
報
の
発
令
を
検
討
し

て
い
た
と
こ
ろ
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が

発
表
さ
れ
、
避
難
指
示
か
ら
の
発
令
と

な
っ
た
。
避
難
時
の
危
険
回
避
は
重
要

な
為
、
早
期
の
判
断
に
努
め
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

◦�

女
性
視
点
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

﨑山 華英 議員

島田 恒 議員

７
名
で
あ
り
地
元
企
業
へ
の
貴
重
な
就

業
機
会
と
し
て
好
評
を
得
て
い
る
。

企
業
誘
致
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

問
企
業
誘
致
の
実
績
と
産
業
用
地

の
現
況
に
つ
い
て
。

答
鎌
数
工
業
団
地
は
昭
和
40
年
代

か
ら
分
譲
が
始
ま
り
、
現
在
44

社
が
立
地
。
さ
く
ら
台
の
干
潟
工
業
団

地
は
平
成
３
年
か
ら
分
譲
が
始
ま
り
、

現
在
６
社
が
立
地
し
、
分
譲
は
完
了
し

て
い
る
状
況
。

問
誘
致
が
も
た
ら
す
地
域
へ
の
波

及
効
果
に
つ
い
て
。
　
　
　
　

答
令
和
５
年
３
月
31
日
現
在
の
従

業
員
数
は
鎌
数
工
業
団
地
１
６

０
２
人
、
う
ち
市
内
在
住
８
７
８
人
、

干
潟
工
業
団
地
５
６
２
人
、
う
ち
市
内

在
住
３
０
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
今
後
の
企
業
誘
致
や
既
存
企
業

の
支
援
に
つ
い
て
市
長
に
伺
う
。

答
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
新
規

企
業
の
誘
致
や
既
存
企
業
の
事

業
拡
大
の
支
援
は
雇
用
の
創
出
、
税
収

の
増
加
等
、
地
域
経
済
の
活
力
向
上
に

結
び
つ
け
る
た
め
の
重
要
な
施
策
の
一

つ
で
あ
る
。
企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、

企
業
の
誘
引
と
併
せ
て
、
土
地
利
用
や

空
き
家
等
の
活
用
、
都
市
計
画
の
見
直

し
等
、
多
角
的
な
検
討
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
、
今
後
も
様
々
な
意
見
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
検
討
し
た
い
。
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